
下水道脱炭素化推進事業 

（広島市西部水資源再生センター下水汚泥再資源化施設更新・運営事業） 

事業計画書（１期） 

 

１ 事業の位置 

名称：西部水資源再生センター 

位置：広島市西区扇一丁目１番１号  （東系） 

広島市西区扇二丁目１－３１番地（西系） 

 

２ 事業の目的 

広島市下水道事業では、広島市の事務事業における約１５％に相当する年間約４．５万トン／ＣＯ２

（令和６年度実績）の温室効果ガスを排出している。西部水資源再生センターの下水汚泥燃料化施設

を、処理能力を拡充した下水汚泥再資源化施設として更新するとともに、他の水資源再生センターの脱

水汚泥等を受け入れるための施設を整備して下水汚泥の集約処理を可能にすることにより、社会情勢

の変化に柔軟に対応し、持続可能な汚泥処理体系を構築することで、循環型社会の形成と脱炭素社会の

実現に貢献することを目的とする。 

 

３ 事業の内容及び年度計画 

⑴ 事業内容 

下水汚泥燃料化施設の更新・能力拡充 

【全体計画】 

・脱水汚泥受入施設１式（処理能力 ４４㎥／日以上） 

・下水汚泥再資源化施設１式（処理能力 １１２．３㎥／日以上） 

 

⑵ 年度計画 

令和８年：契約締結 

令和８年度～令和１０年度：設計期間 

令和９年度～令和１０年度：脱水汚泥受入施設施工期間 

令和１１年度：脱水汚泥受入施設完成・運転開始 

令和１１年度～１４年度：下水汚泥再資源化施設１系列目施工期間（既設撤去含む） 

令和１４年度：下水汚泥再資源化施設１系列目完成・運転開始 

令和１４年度～１８年度：下水汚泥再資源化施設２系列目以降施工期間（既設撤去含む） 

令和１７年度：下水汚泥再資源化施設２系列目以降完成・運転開始 
 

年度 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 

項目 

入札・ 
契約事務

設計 

施工 

(脱水汚泥受入施設)

施工 
(１系列目) 

施工 
(２系列目以降)

既設撤去 
(１系列目)

既設撤去 
(２系列目)

１期計画

１期計画 

３期計画

（予定）

２期計画 

（予定） 

２期計画（予定） ３期計画（予定） 



４ 補助金の算定根拠 

 

５ 事業効果 

温室効果ガス（ＧＨＧ）排出量の削減量及びその算出方法 

  下水汚泥再資源化物の有効利用に伴うＧＨＧ排出量削減量：約６,０００ｔ－ＣＯ２／年 

  （全体計画完了時における削減量） 

  



位置図 

 

 

西部水資源再生センター 
東系 

西部水資源再生センター 
西系 

広島市中心部 

西部水資源再生センター 

地理院地図(国土地理院)に事業の位置を追記 


